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編集後記
　表紙の構図は、この「新版　窮理図解」を手に取る人と対話するイメージをと、坂
内先生が希望されて決まりました。実際には、カメラの後ろに研究室の学生の方に
立ってもらい、対話しながらの撮影となりました。坂内准教授が、いかに対話を大切
にされ、それを表現したいかが、この表紙の取材からもわかります。
　取材には水色のシャツで爽やかに現れ、優しい笑顔と穏やかな口調で語られまし
た。工学系の学会ではスーツ着用が当たり前とされますが、数理系はスーツを着てい
ると不思議がられるという分野の違いも教えていただきました。
　今号から本誌に関わることとなり、今後の若手研究者の方々との出会いを楽しみ
に、そして引き続き、研究や研究者自身の魅力を皆様にわかりやすくお届けできるよ
う努めさせていただきます。� （中野祐子）
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　数学は難しいとか、問題の解き方が分
からない、などという言葉をよく耳にし
ます。全く同感です。私自身、数学を研
究していることから、理解できるかどう
か分からない現象や、解けるかどうか分
からない数学の問題に日々直面していま
す。それでも理解しようと一生懸命に努
力したり、問題を解こうとながく考え続
けると、少しずつ物事が分かってくるよ
うになります。数学に王道なし、という
ユークリッドの言葉の通り、数学の力は
一朝一夕に身に付くものではありません。
　数学の天才というと、生まれながらに
して全く苦労せず、数学的内容をすらす
らと理解していくことができる人を想像

するかもしれません。しかしながら、数
学の才能は努力によって生み出される
ということを、圧倒的な業績で若くして
Fields 賞を受賞したタオ（Terence Tao）
氏も、自身のブログで綴っています。世
界的に活躍している音楽家やスポーツ選
手の華麗な技が日々の努力の賜物である
ように、数学の問題を解くための斬新な
発想も、やはり日々の鍛錬から生み出さ
れます。
　数学の新しい概念や難しい問題に出
合ったとき、どんなに才能のある人でも
解いたり理解したりするのに深く考える
必要があり、時間もかかります。考える
力は筋力と同じで、大きな負荷をかける
ことで格段に伸びます。安易に「才能が
ない」と思い込んでしまうと、誰しもが
通る努力のステップで諦めてしまうこと

数学と才能 になります。
　たとえば、昔は偏見から、女性は数
学に向いていない、と誤解する人もいま
した。このために才能がないと思い込み、
数学の勉強を諦めてしまった女性は少な
からずいたと想像します。しかしながら、
近年の教育の成果で、アメリカでは 2008
年以降、高校での数学の標準試験で、男
女の得点の分布差が一切なくなりました。
この結果は、多くの女性が、数学の才能
がないという思い込みから解放されたこ
とによると思います。
　筋トレで体力がついてくるのを実感で
きると、とても気持ちが良いのと同様に、
考える力がついてくるのを実感できると
とても壮快です。理解するまでに頑張る
必要があるだけに、開かれた世界はとて
も面白いものです。
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第16回KLL慶應義塾産学連携セミナー
http://www.kll.keio.ac.jp/
2013 年 2 月 22 日（金）

機械工学の基礎テーマとも言える「精密加工」「アクチュエーション」「シミュレーション」
等の研究活動をご紹介します。詳細は上記 Web サイトにて順次公開予定です。

坂内健一

理 工 学 I n f o r m a t i o n

完成予想図
（画像上部の白い建物）

理工学部（矢上）新34棟（仮称）新築工事
去る12 月12 日、矢上キャンパスにおいて、創立 150 年事業の一環である理工学部（矢上）
新 34 棟（仮称）新築工事の地鎮祭が行われました。この新棟は機械系・化学系・管理
工学系の実験実習教育の場として、理工系のトップ人材の育成のための環境としても期待
されています。理工学部創立 75 年を迎える 2014 年 1 月に竣工の予定です。
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